
１．佐賀県における２００６年産水稲の潮風害による被
害状況

１）作況指数
　佐賀県の２００６年産水稲の作況指数は４９（収量
２６２kg／１０a：佐賀農政事務所　２００６年１２月５日発
表）であった。地域別にみると①佐賀地帯が４２（収
量２２５kg／１０a），②松浦地帯が８５（収量４１７kg／
１０a）であった。
　２００６年産の水稲作は，台風１３号により大きな被害
を受け，農試作況における夢しずく，ヒノヒカリ，
ヒヨクモチの収量平年比は，それぞれ７７％，５２％，

６８％と不良であった（第９４表）。品種別に収量構成
要素における減収要因をみると，夢しずくでは穂数
の減少と１穂籾数の減少による㎡当たり籾数の減少
（－１１ポイント）で，ヒノヒカリでは１穂籾数の減
少による㎡当たり籾数の減少（－９ポイント）と，
登熟歩合の低下（－３２ポイント），千粒重の低下
（－６ポイント）であり，ヒヨクモチでは穂数の減
少による ㎡当たり籾数の減少（－２ポイント），不
稔籾の増加，登熟歩合の低下（－２５ポイント），千
粒重の低下（－１０ポイント）が要因となった。 

森田ら：九州産水稲の品質・作柄低下要因

―　99　―

第９４表　２００６年の水稲作況試験における収量と収量構成要素（佐賀県農試セ）
不稔籾
（％）

玄米重
（㎏／a）

算出収量
（㎏／a）

千粒重
（g）

登熟歩合
（％）

全籾数
（百個／㎡）

１穂籾数
（個／穂）

穂数
（本／㎡）

年次移植日品種

７．４４２．０４７．３２１．４８３．３２６５．１７５．７３５０２００６年６月１９日夢しずく
７７８９９９１０３８９９５９３平均比
５４．５５３．２２１．７８１．３２９８．７７９．６３７７２０００～２００５年平均

９．５２７．９２８．８２０．４５０．９２７６．９７１．９３８５２００６年６月１９日ヒノヒカリ
５２５６９４６８９１９３９９平年比
５３．４５１．７２１．７７４．６３０２．８７７．２３８９平年値

９．１２３．８２５．９１９．４４８．１２７７．２６３．４４３７２００６年６月２６日
１５．２４１．０４０．３２０．３５９．０３３６．９７６．７４３９２００６年６月２０日ヒヨクモチ

６８６６９０７５９８１０３９３平年比
６０．７６１．５２２．４７９．０３４３．９７４．１４７１平年値

１１．３３９．１４４．１２１．５６７．７３０２．７７３．１４１４２００６年６月２６日

第９５表　佐賀県における２００６年産米の検査等級（佐賀農政事務所　２００６年１２月３１日現在）
規格外（％）３等（％）２等（％）１等（％）検査数量品　種
７．３１．７２４．１６６．９４，８０５tコシヒカリ
２．３２．８４８．４４６．６９，０３０t夢しずく
３６．０５６．４７．００．７１１，２０１tヒノヒカリ
１．０６．３５２．３４０．５２，５１３tたんぼの夢
７４．４２５．３０．３０．０１，２３５t天使の詩
３４．４４７．３１８．３０．０１９，９２７tヒヨクモチ

第９６表　作況試験における２００６年産米の検査等級（佐賀県農試セ）
ヒヨクモチヒノヒカリ夢しずく

６月２６日移植６月２０日移植６月２６日移植６月１９日移植６月１９日移植
規格外外規格外丙規格外外規格外乙３上２００６年
－２下－２中２上平年値

注１）１．８mmふるい調整，佐賀農政事務所調べ。
２）当該年産水稲の特例検査規格により，規格外甲で整粒歩合３５％以上，規格外乙で整粒歩合
２５％以上，規格外丙で整粒歩合１５％以上，規格外外は規格外丙にも該当しない。

Ⅶ．潮風害への対応



２）検査等級
　佐賀県全体の検査等級は第９５表に示した。農試作
況における品質は第９６表に示したとおり，平年より
悪く，夢しずくで３等上，ヒノヒカリとヒヨクモチ
では規格外となった。
３）病害虫の発生動向
　紋枯病等の発生がみられた他，コブノメイガやフ

タオビコヤガによる食害や，カメムシによる吸汁等
がみられた。
　
２．佐賀県における２００６年産水稲の作柄・品質低下

要因
１）気象要因
　（１）生育期前半における減収要因
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第１０８図　佐賀（アメダス）における２００６年の稲作期間の気象データ
横軸の数字は各月の半旬を示す。



　第１０８図に示したように，田植期以降の６月５半
旬以降の日照不足により，初期の分けつが抑制され，
茎数は平年より少なく推移した。７月６半旬～８月
３半旬は平年より日照時間が多く，後期の分けつ発
生は旺盛となったが，穂数は平年より少なかった。
　（２）台風１３号による被害
　登熟期の９月１７日に台風１３号が襲来し，南南東の
風，最大瞬間風速５０．３m／s（佐賀地方気象台）で，
有明海の満潮時刻と重なり，台風の雨量も極めて少
なかったことから，有明海沿岸の広い範囲で潮風害
が発生し，甚大な被害を引き起こした。また，台風
後も１３日間降雨がなく，乾燥した気象条件が続いた。

　北部の松浦地帯では潮風害はみられなかったが，
台風１３号と９月１６日の大雨等の影響で，籾ずれや稲
体損傷，倒伏等が発生した。
　（３）台風１３号による潮風害の実態
　台風通過後の水稲には葉先の裂傷や葉縁部の枯れ
の他，穂軸や枝梗にも枯れ上がりがみられた。籾の
褐変はほとんどみられず，萎凋した状態となった。
県内各地における水稲への塩分付着量は，有明海沿
岸を中心に海岸線から１０km付近まで１穂当たり
０．５mg以上を示すなど広範囲に高い数値を示した。
海岸線からの距離と水稲への塩分付着量は，海岸に
近いほど高く，５km以内で１．０mg以上となった
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第１１０図　ヒノヒカリとヒヨクモチの海岸線からの
距離と玄米重との関係（佐賀農政事務所，
２００６年）

第１０９図　有明海沿岸における台風通過後の塩分付着量（佐賀県）

第１１１図　塩分付着量と玄米重との関係　（佐賀県普及
センター，２００６年）

ヒノヒカリとヒヨクモチにおける近似曲線をそれぞれ表示した。



（第１０９図）。
　海岸線からの距離が遠くなるほど収量の低下は小
さくなるが，その程度は品種により異なり，ヒヨク
モチでは海岸線近くでは著しい減収となったが，
１０kmを超えると低下程度が小さくなり，収量は
４００kg／１０a以上となった。しかし，ヒノヒカリで
は海岸線から離れても，収量は３００kg／１０a程度に
とどまり，登熟期の乾燥など潮風害以外の要因が考
えられる（第１１０図）。
　塩分付着量と収量には負の相関がみられ，１穂当
たりの塩分付着量が多くなると収量が低下し，１mg
を超えると収量が著しく低下する（第１１１図）。
　海岸線から８kmに位置する佐賀県農業試験研究
センターの作況情報田における，潮風による被害を，
防風区との比較で推定すると，被害区では不稔籾数
が多く，登熟歩合や千粒重が低くなった（第９７表）。
台風通過時，乳熟期頃のヒヨクモチが，糊熟期のヒ
ノヒカリより不稔籾の発生が多くなった。また登熟
は緩慢で，沈下籾数歩合も台風通過後，成熟期まで
低く推移した（データ略）。
　玄米の粒厚分布は，早生品種の夢しずくでは平年
とほとんど変わらなかったが，中生品種のヒノヒカ
リと晩生品種のヒヨクモチでは防風区・台風被害区
ともに平年より薄くなった（第１１２図）。
２）移植時期の違いによる影響
　移植時期の繰り下げ：登熟期の高温における被害
を回避するため，ヒノヒカリとヒヨクモチは６月２５
日以降の遅植えを推進している。農試作況試験の結
果では，ヒノヒカリの６月２６日植では６月１９日植に
比べ茎数の増加が遅かったが，その後７月末から８
月中旬にかけて茎数が増え，１９日植より穂数が多く
なった（第１１３図）。１茎当たりの乾物重は２６日植で

１９日植より小さく推移し，８月６日以降は２６日植の
方が茎数が多くなったこともあり，１９日植より乾物
重が小さくなった（第１１４図）。ヒヨクモチでも６月
２６日植は６月２０日植に比べ茎数の増加が遅かったが，
最終的には２０日植とほぼ同じになり，穂数はやや少
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第９７表　収量構成要素に及ぼす台風被害の影響（佐賀県農試セ）
不稔籾
（％）

玄米重
（㎏／a）

千粒重
（g）

登熟歩合
（％）

１穂籾数
（個／穂）

穂数
（本／㎡）試験区

９．５２７．９２０．４５０．９７１．９３８５台風被害区ヒノヒカリ
（１３７）（７３）（９８）（８１）（１００）（１００）
７．０３８．０２０．９６３．１７１．６３８５防風区
１５．２４１．０２０．３５９．０７６．７４３９台風被害区ヒヨクモチ
（２５２）（６９）（９１）（７１）（９２）（１００）
６．０５９．０２２．４８３．５８３．６４３９防風区

注１）不稔の調査は触手法で，子房の肥大が確認できないものを不稔とした。
　２）玄米重は，坪刈り調査による１．８㎜上の収量である。
　３）（　）内の数字は防風区を１００とした場合の割合を示す。

第１１２図　品種ごとの粒厚分布（佐賀県農試セ，
２００６年）



なかった（第１１５図）。１茎当たりの乾物重は２６日植
で２０日植より小さく推移した（第１１６図）。
　２００６年産のヒノヒカリについては，出穂期から成
熟期までの登熟期間の平均気温が平年より低く（第
９８表），移植時期の繰り下げによる登熟期の高温回
避の効果はほとんどみられなかった（第９６表）。む
しろ遅植えでは台風襲来時の出穂後日数も少なく，
茎の乾物重も小さかったため，台風１３号の被害を大
きく受け，品質が低下したものと考えられる。
　
３．今後の技術的対策と研究課題
１）遅植えにおける生産安定
　今後も地球温暖化の流れは続くと思われ，移植時

期の繰り下げによる登熟期の高温回避は必要と考え
られるが，日照不足などの気象条件に左右されず，
生育量を確保する事が必要である。
２）施肥管理
　気象災害に強いイネとするため，１茎当たりの生
育量の確保と，登熟期間の肥料切れを防ぐため緩効
性肥料の利用や穂肥Ⅱの施用など，施肥法の再検討
が必要と思われる。なお，タンパク含量を抑え，食
味と両立させることが必須である。
３）水管理
　充実した茎を確保するため中干しを適正に実施す
る。また，落水時期が早いと登熟に悪影響を与える
ため，早期落水を防止し粒の充実に努める。
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第９８表　移植時期の繰り下げによる出穂期の遅延と登熟期間の平均気温（佐賀県農試セ）
ヒヨクモチヒノヒカリ品種

６月２６日６月２０日６月２６日６月１９日移植日
９月９日９月５日８月２８日８月２５日出穂期
２１．８２１．９２３．３２３．９２００６年登熟期間の　　

平均気温（℃） －２１．６－２４．６平年値
注）農試作況試験の結果による。

第１１４図　ヒノヒカリの１茎当たり乾物重の推移
（佐賀県農試セ，２００６年）

第１１６図　ヒヨクモチの１茎当たり乾物重の推移
（佐賀県農試セ，２００６年）

第１１３図　ヒノヒカリの茎数の推移
（佐賀県農試セ，２００６年）

第１１５図　ヒヨクモチの茎数の推移（佐賀県農試セ，
２００６年）


